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12)最近経験 した肝P咽 岬:l_管癌の 2例

十.犀 嘉耶 ･清水 武昭 (I言楽悼J病院外科)

肝門部胆管癌はその解剖学的関係により贋 も外科治療

過去6年間に10例の開腹手術例を経験 した.切除不能例
はL,1例でそJ)主な原関は陣場U)高度進展であー-〕た.

2隼で再発死LILた.肝門部胆管癌に肝門部かI､'のri'ブ

め癌が進展 していると思われる胆管を肝敵織を含め可能

な限 E)切除する二王 (全f封犬鷲合併切除~)とした.こ(')

ためには.残存すべき肝 ･切除 されるべき肝cT)すべてL')

肝内胆管 (少なくとヰ)lIfJIlt域 しベJ目 し,7)1日二接胆管造影が

必要であり,さらをこ詳細な情報をえる為をこステレオ擬艶

朗前斜位撤軌 胆管 ･動脈造影合成像が和 軒であ-､た.

特iこ最近経験 した2例を中心に種/rt,.-した,

13)多.享三左臨昧経過を呈 し上肝膿場 〔,'11例
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近年,画像診断の遊歩と抗生剤の発達等をこより,肝膿

壕(･')早斯発見と適切な治療が可能上な--,,てきている.今

回戎 々は 多彩な臨床経過を呈した肝膿壕を経験 したの

で報告する.

症例 :63歳.男†巨 20歳よi‖iiH5合1十巨r)飲酒歴.

飲酒後心落部痛を主訴に当院外来受診,Å院となった.

血清.尿ア ミラーーt･:.:rlラス!/一･一lt:<Ⅰ高値等よi).急性

肝炎と考え,抗生剤､7サンを授与 した.40℃L])弛張熱

が続 き､静脈血培轟より,Klebsitl!llこIPneumoniaeが

検出された.この後.血Ffが急に低下 し, ショL.,々 状態

になったため,胆道感染症によるエンドトキ.Iン.iill,

I/を考え,経皮経肝阻喪 卜L/十一j施行.弛張熱は続 き.

静脈血より Bacteroidesfragilisが検出 された.腹腔

穿刺にて血液がひけたが.亡･l_I.血源は確認できなか一)た.

r)lC,ARI二)Sを併発 し,再び血FE降下, シT-､ソlJ状態

にな-､た.Crにて肝膿場の増大を認め､肝腺癌 ドL,十-

ジを施行.膿壕は縮少し.症状改善 Lたため退院 した.

:-i i一･･･.~､5こ∴ r/Ll:き'､./.:I.JLit'ト､1ニトi-州-

sion 動注療 法の検討

大川 宏信 ･関根 厚雄 (I,tか'T.[婆.:m病院内科)
船越 柑博 (信楽樹病院内科1

〔目的1肝腫塙に対する CT)DP-i.ipiodolsuspension

し対象および方法1当院で経験 した転移性肝瞳壕 15例

(胃癌7例,大腸癌 6例 ,LlきいFI一滑筋肉腫 lf札 十二指腸

乳頭部癌 l例うらや.原発性肝細胞癌9例Q丸 胆嚢癌直接

肝浸潤4例(')計28例に対 し45回の動注を施行 t.た.しこ卜

LSJ)1回鼠は (二l)1)Pro-ll10mg.底lL'):-1例.㊨)i:')6

例に TAE を併F-nした.

〔威厳および結語〕(1)秦効率は33.ま%であった.ま

で糸一.)た.(2)副作用ではil酎ヒ器症状を9割1､人ll_の症例

に認めたが.腎障書は軽微てあV･､た.血球滅′い,蹟痕L')

出現にも注意が必せ上思わかた.

151A 型急性肝炎症例ハ検討
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1986ff･'-かl､1199O隼5月まで当院て経験 したA型肝炎

症例20例 に--いて検討 した,年度別発生数は 191)午(Lt5

rliでに11)例上◆(n 午に入り多発 し.Jj別発生数では3

月カ､l･丁.)5J車｢)問に全休Lf)丁oo(tが集中 していた.惟別では

全体L')600,(;が[,Ji性で. 平均ff~:-節.'ま二i5.5±10.7歳であー､

た.推定感染経路は生カキ摂取が35%と厳 も多 く, 食

96LJ)症例に認八㌦ 蛋白尿 (+)L11群は ト )の群に比べ

GOT.GFr,L川1LT)有意た 上昇上 T.(･ho.Ⅰ11t.T.T

の着意な低下を認めた.つまり肝療能障害の強い症例に,

-適性の蛋白尿を認 め やすいと考えられた.更に希な症

る血液透析が有効であ--､た l例.及びGO'1',GI二yrの

再上昇を3'た 1例を報質 した.


